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戦争法廃止戦争法廃止をを求める求める

ご協力を
にに

私の戦争体験

健康友の会みみはら2015年12月会員数（世帯数）
会員数 36 , 624 （前月比）＋ 117
郵　送 8 ,878 （前月比）－ 9
手配り 25 , 509 （前月比）＋ 91

協同基金到達額 2,487,360,000円（12/31現在）
 ［前月比 40,646,000増］
協同基金出資者数 12,743名（12/31現在）
いのちを守る助け合い募金額 61,651円（12/1～31）

　

「
患
者
さ
ん

誤
認
を
無
く
す

た
め
に
、
お
名

前
の
名
乗
り
を

…
…
」
と
病
院

内
に
貼
り
出
さ

れ
て
久
し
い
▼

朝
日
新
聞
の
「
い
わ
せ
て
、

も
ら
お
」
欄
で
す
。
医
院
の

待
合
室
で
二
人
が
世
間
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
の

姓
は
同
じ
で
、
名
の
発
音
も

同
じ
で
す
が
字
が
違
い
ま

す
。
受
付
か
ら
姓
・
名
を
呼

ば
れ
、
２
人
が
顔
を
見
合
わ

せ
て
い
る
と
「
美
し
い
ほ
う

の
方
で
す
」
と
。（
投
稿
者

は
美
智
子
さ
ん
、
73
歳
）
▼

作
家
・
戸
板
康
二
氏
の
逸
話

で
す
。「
も
し
も
し
、『
と
い

た
・
こ
う
じ
』
で
す
が
」
と

電
話
す
る
と
「
戸
板
の
工
事

は
お
願
い
し
て
い
ま
せ
ん

が
？
」
と
相
手
。
名
前
の
聞

き
間
違
い
に
こ
ん
な
こ
と
も

あ
る
の
か
と
驚
き
▼
間
違
い

で
は
な
い
の
で
す
が
、
ま
さ

か
と
思
わ
れ
る
記
事
で
す
。

一
昨
年
、
京
都
府
内
の
市
議

選
で
、
同
じ
政
党
で
４
人
当

選
の
う
ち
、
女
性
が
３
人
で

姓
は
そ
れ
ぞ
れ
伊
田
、
小

杉
、
石
束
で
す
が
名
は
い
ず

れ
も
悦
子
、
悦
子
、
悦
子
で

正
に
揃
い
踏
み
▼
筆
者
の
友

人
の
名
前
は
「
○
川
△
郎
」

で
す
。
彼
が
診
療
所
で
名
前

を
呼
ば
れ
て
立
ち
上
が
る

と
、
別
の
人
も
…
…
。
同
姓

同
名
で
、
し
か
も
道
一
つ
を

隔
て
て
ご
近
所
の
住
人
と
分

か
り
ま
し
た
。「
耳
原
」
で

は
採
血
の
前
に
生
年
月
日
を

尋
ね
る
の
も
う
な
ず
け
ま
す

▼
歳
と
と
も
に
聴
力
も
落
ち

ま
す
。
ま
さ
か
と
思
っ
て
も

確
か
め
る
こ
と
が
大
事
。
自

戒
を
こ
め
て
（
八
田
兄
一
）

▲署名用紙

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
未

明
、「
戦
争
法
案
」（
安
保
法

制
）
が
強
行
採
決
に
よ
り
、
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
戦
争
法

案
廃
案
の
た
た
か
い
は
、
こ
れ

ま
で
政
治
と
は
無
縁
で
あ
っ
た

幅
広
い
層
が
立
ち
上
が
り
、
歴

史
的
な
運
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
決
当
時
の
世
論
調
査
で

は
、
60
％
が
「
反
対
」、
80
％

が
「
今
回
で
決
め
る
べ
き
で
な

い
」
と
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
の
強
行
採
決
で
、
暴
挙
と
し

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
暴
挙
が
行
わ
れ
る
半
年

前
、
法
案
が
国
会
に
出
さ
れ
る

前
の
４
月
に
、
安
倍
首
相
は
ア

メ
リ
カ
の
議
会
で
「
戦
争
法

案
」
を
夏
ま
で
に
可
決
さ
せ
る

と
演
説
し
て
い
ま
す
。
国
民
の

反
対
意
見
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
と

の
約
束
を
優
先
さ
せ
る
、
二
重

の
暴
挙
で
す
。

　

今
回
の
た
た
か
い
で
は
、

「
戦
争
法
廃
案
」
の
一
致
点
で

立
場
の
違
い
を
超
え
、
多
数
の

団
体
が
共
に
運
動
を
繰
り
広

げ
、
今
ま
た
「
戦
争
法
廃
止
」

「
９
条
守
れ
」
の
一
致
点
で
共

同
し
、
２
０
０
０
万
筆
を
目
標

に
「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る

統
一
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

一
方
で
改
憲
勢
力
も
、
憲
法

「
改
正
」
求
め
る
署
名
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

署
名
の
上
で
も
改
憲
勢
力
を

　

私
は
こ
の
２
月
で
90
歳
で

す
。
少
年
時
代
は
教
育
勅

語
、
日
の
丸
・
君
が
代
、
大

東
亜
共
栄
圏
な
ど
軍
国
教
育

を
受
け
、
17
歳
で
海
軍
志
願

兵
に
。
兄
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

戦
病
死
、
叔
父
は
ア
ッ
ツ
島

で
玉
砕
で
す
。

　

Ａ
級
戦
犯
・
岸
信
介
の
孫

で
あ
る
安
倍
首
相
は
、
祖
父

が
侵
し
た
戦
争
す
る
国
へ
再

び
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。
戦

　

戦
後
70
年
が
過
ぎ
、
思
い

出
す
あ
の
愚
か
な
戦
争
の
こ

と
。
街
は
焼
け
野
原
と
化

し
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の

遺
体
が
散
乱
し
、
地
獄
絵
図

の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
惨
め
な
辛
い

苦
し
み
は
御
免
で
す
。

　

私
は
19
歳
で
和
歌
山
の
部

隊
に
入
隊
し
そ
の
後
３
カ
月

間
大
阪
大
手
前
病
院
へ
、
教

育
の
た
め
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
和
歌
山
に
帰
る
ま
で
、

昼
は
８
時
間
の
勉
強
や
班
内

争
は
尊
い
命
の
殺
し
合
い
で

す
。
平
和
な
一
般
社
会
で
人

を
殺
せ
ば
、
殺
人
罪
で
死
刑

に
な
る
凶
悪
犯
が
、
戦
争
で

は
功
労
者
で
す
。

　

こ
ん
な
馬
鹿
な
戦
争
す
る

国
に
す
る
戦
争
法
（
安
保
法

制
）
を
廃
止
す
る
国
民
連
合

政
府
実
現
の
た
め
、
野
党
と

国
民
の
輪
を
広
げ
る
２
千
万

署
名
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

教
育
と
称
し
て
の
、
シ
ゴ
キ

い
じ
め
が
ほ
ぼ
毎
日
繰
り
返

さ
れ
、
殴
ら
れ
蹴
ら
れ
そ
の

結
果
、
１
０
０
人
中
２
人
脱

走
、
１
人
発
狂
、
１
人
自
殺

と
い
う
悲
し
い
結
末
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
、
安
倍
内
閣
は
戦
争
法

案
を
可
決
し
て
、
危
な
い
状

態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
孫
の
た
め
に
も
戦
争
法
に

反
対
し
て
廃
止
に
な
る
よ
う

署
名
し
ま
し
ょ
う
。

圧
倒
す
る
た

め
、
家
族
・

友
人
・
知
人

に
署
名
を
広

め
ま
し
ょ

う
！

　大腸がんで命を落とす人が右肩上がりに増え、死亡要
因では男女ともトップです。死亡率に至っては女性は、
乳がんを抜いてトップが現状です。
　がんの中でも、大腸がんは早期発見・早期治療で、治
癒率が非常に高い病気です。しかし自覚症状があまりな
いため、大腸がん検診を受けることがとても有効です。
　検査の方法は、棒状の検診キットを使って、便の表面
をまんべんなくこすり採り（２本２日分）、便中の（ヒ
ト）ヘモグロンビンを採取し、陽性か陰性かを調べま
す。１次検査（便潜血）が自宅で行え、食事制限などが
なく手軽にできる検査です。
　特に堺市では65歳以上の方は無料、40～64歳の方は
300円と、費用負担が少なくできます（年に１度）。年に
一度は大腸がん検診を受けることをお勧めいたします。
 （組織健診課）

大腸がん検診 を　　　　　受けましょう

凶悪犯が　
　功労者に

教育と称する
シゴキ、いじめ

中田　鉄林　謙
深井支部大浜支部

2000万人署名


